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V134a CMB偏光観測実験GroundBIRD：天体を用いた超伝導検出器MKIDの性能評価
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GroundBIRDは、望遠鏡を仰角 60度から 70度に傾けて 20RPMという高速で回転させることで、大気揺ら
ぎを克服して、地上から大角度スケールに現れる再電離バンプの測定を試みる CMB偏光観測実験である。観
測帯域は 145GHz帯、220GHz帯で、検出器として最先端の超伝導検出器であるMicrowave Kinetic Inductance
Detector (MKID)が搭載されている。検出器数は 145GHz帯では 23 × 6chip=138pixel、220GHz帯では 23 ×
1chip=23pixelである。オランダ宇宙研究所（SRON）、デルフト工科大学（TUDelft）の協力のもと、日本でデザ
インが行われ、2023年 5月にオランダでファブリケーションが完了し、フルアレイでインストールが行われた。
現在、望遠鏡を回転させながら月や惑星の観測を行い、検出器の応答を測定して性能評価実験を行っている。本
講演ではこの性能評価実験の現状について発表する。


